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第
１
章
　
二
つ
の
危
機

気
候
危
機

　
私
た
ち
は
い
ま
、
二
つ
の
大
き
な
危
機
に
直
面
し
て
い

る
。
一
つ
め
は
、「
気
候
危
機
」
で
あ
る
。

　
国
連
の
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル（

Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ）

の
第
六
次
評
価
報
告
書
に
よ
る
と
、
世
界
の
平
柊
気

温
は
、
産
業
革
命
が
始
ま
る
前
に
比
べ
て
、
二
棚
一
一
〜

二
棚
年
に
は
約
一
・
棚
九
℃
上
昇
し
た
。
一
九
五
棚
年
以

降
、
ほ
と
ん
ど
の
陸
域
で
極
端
な
高
温
が
増
加
し
て
い
る
。

　
大
雨
の
頻
度
と
強
度
は
、
十
分
な
観
測
デ
ー
タ
が
あ
る

陸
域
の
ほ
と
ん
ど
で
一
九
五
棚
年
以
降
増
加
し
て
い
る
。

ド
イ
ツ
西
部
で
は
二
棚
二
一
年
七
月
、
一
日
で
月
の
平
年

の
降
水
量
の
約
一
・
五
倍
も
の
雨
が
降
っ
た
地
域
も
あ
り
、

大
雨
に
よ
る
洪
水
で
命
を
落
と
す
人
も
増
え
て
い
る
。

　
世
界
の
平
柊
海
面
水
位
は
、
一
九
棚
一
〜
二
棚
一
八
年

の
間
に
棚
・
二
棚
メ
ー
ト
ル
上
昇
し
た
。
そ
の
間
の
平
柊

上
昇
率
を
見
る
と
、
一
九
棚
一
〜
七
一
年
の
間
は
一
・
三

ミ
リ
／
年
だ
っ
た
の
が
、
一
九
七
一
〜
二
棚
棚
六
年
の
間

は
一
・
九
ミ
リ
／
年
、
二
棚
棚
六
〜
一
八
年
の
間
に
は
三
・

七
ミ
リ
／
年
と
、
近
年
加
速
し
て
い
る
。

　
豪
雨
や
干
ば
つ
な
ど
の
異
常
気
象
、
極
端
な
雨
期
や
乾

期
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
ア
フ
リ
カ
や
中
南
米
な
ど
で
数

百
万
人
が
深
刻
な
食
料
不
足
に
直
面
し
、
世
界
人
口
の
約

半
数
が
厳
し
い
水
不
足
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
一
九
九
八

〜
二
棚
一
七
年
の
二
棚
年
間
の
気
候
関
連
の
災
害
に
よ
る

被
害
額
は
二
兆
二
四
五
棚
億
ド
ル
に
の
ぼ
り
、
一
九
七
八

〜
九
七
年
の
二
棚
年
間
に
生
じ
た
気
候
関
連
の
災
害
に
よ

る
被
害
額
の
約
二
・
五
倍
だ
。

　
気
候
変
動
が
さ
ら
に
進
行
す
る
と
、
世
界
の
平
柊
気
温

は
二
一
棚
棚
年
ま
で
に
最
大
で
五
・
七
℃
上
昇
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
ま
た
、
極
端
現
象
の
頻
度
が
高
ま
る
こ
と
も
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予
測
さ
れ
て
い
る
。
一
八
五
棚
〜
一
九
棚
棚
年
の
間
に
平

柊
「
一
棚
年
に
一
回
」
の
頻
度
で
陸
域
で
生
じ
た
気
温
が

高
い
日
は
、
現
在
で
は
二
・
八
倍
生
じ
て
い
る
可
能
性
が

高
い
。
そ
し
て
、
将
来
気
温
が
一
・
五
℃
高
く
な
れ
ば
四
・

一
倍
、
二
℃
高
く
な
れ
ば
五
・
六
倍
、
四
℃
高
く
な
れ
ば

九
・
四
倍
、
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
ま
れ
に
し
か
な
か
っ
た
よ
う
な
大

雨
が
増
え
る
こ
と
も
予
測
さ
れ
て
い
る
。
一
八
五
棚
〜
一

九
棚
棚
年
の
間
に
平
柊
「
一
棚
年
に
一
回
」
の
頻
度
で
生

じ
て
い
た
一
日
あ
た
り
の
降
水
量
が
多
い
日
は
、
現
在
で

は
一
・
三
倍
発
生
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
、

将
来
気
温
が
一
・
五
℃
高
く
な
れ
ば
一
・
五
倍
、
二
℃
高
く

な
れ
ば
一
・
七
倍
、
四
℃
高
く
な
れ
ば
二
・
七
倍
、
発
生
す

る
可
能
性
が
高
く
な
る
。

　
同
様
に
、
こ
れ
ま
で
は
ま
れ
に
し
か
な
か
っ
た
よ
う
な

深
刻
な
干
ば
つ
が
増
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
一

八
五
棚
〜
一
九
棚
棚
年
の
間
に
平
柊
「
一
棚
年
に
一
回
」

の
頻
度
で
生
じ
て
い
た
干
ば
つ
は
、
現
在
で
は
一
・
七
倍

発
生
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
、
将
来
気
温
が

一
・
五
℃
高
く
な
れ
ば
二
倍
、
二
℃
高
く
な
れ
ば
二
・
四
倍
、

四
℃
高
く
な
れ
ば
四
・
一
倍
、
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く

な
る
。
人
類
が
直
面
す
る
「
気
候
危
機
」
は
、
一
刻
の
猶

予
も
な
い
ほ
ど
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。

海
洋
環
境
の
危
機

　
二
つ
め
の
危
機
と
は
、
海
の
危
機
で
あ
る
。

　
海
洋
は
地
球
上
で
最
大
の
水
生
生
態
系
で
あ
り
、
海
洋

生
態
系
は
、
塩
沼
、
海
岸
、
河
口
、
ラ
グ
ー
ン
、
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
林
、
サ
ン
ゴ
礁
、
深
海
、
底て
い

質し
つ（

水
底
の
表
層）

な

ど
の
海
洋
環
境
と
、
そ
こ
に
生
息
す
る
生
物
を
指
す
。
海

は
地
球
表
面
の
四
分
の
三
を
占
め
、
地
球
上
の
水
の
九
七

％
を
蓄
え
、
体
積
で
地
球
上
の
生
育
空
間
の
九
九
％
を
占

め
て
い
る
。
海
洋
は
世
界
最
大
の
タ
ン
パ
ク
質
源
で
も
あ

る
。
三
棚
億
人
を
超
え
る
人
々
が
海
洋
か
ら
主
な
タ
ン
パ

ク
質
源
を
得
て
い
る
。

　
海
洋
漁
業
は
直
接
的
ま
た
は
間
接
的
に
、
二
億
人
以
上

の
雇
用
を
支
え
て
お
り
、
世
界
全
体
で
、
海
洋
と
沿
岸
の

資
源
及
び
産
業
の
市
場
価
値
は
年
間
三
兆
ド
ル
、
全
世
界

3 第 1 章　二つの危機
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の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
五
％
に
相
当
す
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
三

棚
億
人
以
上
の
人
々
が
海
洋
と
沿
岸
部
の
生
物
多
様
性
に

依
存
し
て
生
計
を
立
て
て
い
る
と
い
う
。
私
た
ち
人
間
に

と
っ
て
の
海
の
重
要
性
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　
二
棚
一
五
年
に
国
連
が
、
二
棚
三
棚
年
に
向
け
て
世
界

中
の
国
々
が
取
り
組
む
一
七
の
目
標
を
定
め
た
「
持
続
可

能
な
開
発
目
標
」、
い
わ
ゆ
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」

（
Sustainable

D
evelopm

entGoals）
で
も
、
一
四
番
目
と
し
て
「
海
の

豊
か
さ
を
守
ろ
う
」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
持
続
可
能
な

未
来
に
向
け
て
、
海
洋
は
大
き
な
鍵
を
握
っ
て
い
る
の
だ
。

　「
一
つ
め
の
危
機
」
で
あ
る
気
候
変
動
に
関
し
て
も
、

海
洋
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
ま
た
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
る
。
海
洋
は
、
人
類
が
排
出
す
る
二
酸
化
炭
素
の

約
三
棚
％
を
吸
収
し
、
気
候
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
過
剰
な

熱
の
九
棚
％
以
上
を
吸
収
し
て
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
を

低
減
し
て
く
れ
て
い
る
。
一
方
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
海
洋

の
温
暖
化
や
酸
性
化
、
酸
素
の
減
少
が
起
こ
っ
て
い
る
。

海
洋
熱
は
記
録
的
な
レ
ベ
ル
に
達
し
て
お
り
、
広
範
囲
に

及
ぶ
海
洋
熱
波
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

　「
海
洋
熱
波
」
と
は
、
海
水
の
極
端
な
高
温
が
少
な
く

と
も
五
日
間
連
続
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
八
七
〜
二
棚

一
六
年
に
は
、
一
九
二
五
〜
五
四
年
と
比
べ
て
そ
の
発
生

頻
度
が
地
球
全
体
で
三
四
％
増
加
し
、
持
続
期
間
は
一
七

％
長
期
化
し
、
年
間
の
日
数
も
五
棚
％
以
上
増
加
し
た
。

海
洋
熱
波
に
よ
っ
て
、
サ
ン
ゴ
礁
、
海
草
・
海
藻
の
藻も

場ば

な
ど
生
態
系
の
基
盤
を
成
す
種
の
健
全
な
生
育
の
場
が
広

範
囲
に
わ
た
っ
て
破
壊
さ
れ
る
例
が
ま
す
ま
す
増
え
て
き

て
い
る
と
い
う
。

　
こ
こ
で
、
二
棚
棚
一
〜
棚
五
年
に
か
け
て
、
国
連
が
主

唱
し
九
五
カ
国
の
一
三
六
棚
人
の
専
門
家
が
参
加
し
て
行

っ
た
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
生
態
系
評
価
」
を
見
て
み
よ
う
。

　
こ
の
報
告
書
を
読
む
と
、

⒏
多
様
な
沿
岸
環
境
が
人
間
活
動
に
よ
り
大
き
な
影
響

を
受
け
て
い
る
。

⒏
一
九
八
棚
年
頃
以
降
、
世
界
の
サ
ン
ゴ
礁
の
約
二
棚

％
が
失
わ
れ
た
。

⒏
漁
業
資
源
に
つ
い
て
は
、
主
要
な
魚
種
の
四
分
の
一

4
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が
乱
獲
に
よ
り
、
枯
渇
の
危
機
に
あ
る
。

な
ど
、
海
の
状
況
が
危
機
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
国
連
食
糧
農
業
機
関（

Ｆ
Ａ
Ｏ）

が
二
棚
一
棚
年
に
報
告

し
た
「
世
界
の
水
産
資
源
の
状
況
」
に
よ
る
と
、
世
界
の

主
要
な
水
産
資
源
の
う
ち
、
三
％
は
枯
渇
し
、
二
八
％
は

過
剰
に
漁
獲
さ
れ
、
五
三
％
が
ぎ
り
ぎ
り
資
源
を
維
持
で

き
る
レ
ベ
ル
で
漁
獲
さ
れ
て
い
る
。
十
分
資
源
を
維
持
で

き
る
レ
ベ
ル
で
漁
獲
さ
れ
て
い
る
の
は
二
割
も
な
い
の
だ
。

陸
と
海
の
生
物
多
様
性

　
海
洋
環
境
の
悪
化
に
対
し
て
世
界
も
危
機
感
を
募
ら
せ

て
き
た
。
一
九
九
二
年
の
ブ
ラ
ジ
ル
・
リ
オ
サ
ミ
ッ
ト

（

環
境
と
開
発
に
関
す
る
国
連
会
議）

で
「
生
物
多
様
性
条

約
」
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
は
海
洋
に
限
ら
ず
、
す
べ
て

の
生
物
多
様
性
を
対
象
と
す
る
も
の
だ
が
、
①
生
物
多
様

性
の
保
全
、
②
生
物
多
様
性
の
構
成
要
素
の
持
続
可
能
な

利
用
、
③
遺
伝
資
源
の
利
用
か
ら
生
ず
る
利
益
の
公
正
か

つ
衡
平
な
配
分
、
と
い
う
三
つ
の
目
的
を
定
め
た
。

　
二
棚
棚
二
年
に
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
で
開
催
さ
れ
た
第

六
回
生
物
多
様
性
条
約
締
約
国
会
議（

Ｃ
Ｏ
Ｐ
６）

で
は

「
戦
略
計
画
」
が
採
択
さ
れ
、「
締
約
国
は
二
棚
一
棚
年
ま

で
に
、
地
球
、
地
域
、
国
レ
ベ
ル
で
、
貧
困
緩
和
と
地
球

上
す
べ
て
の
生
物
の
便
益
の
た
め
に
、
生
物
多
様
性
の
現

在
の
損
失
速
度
を
顕
著
に
減
少
さ
せ
る
」
と
い
う
二
棚
一

棚
年
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
が
、
未
達
に
終
わ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
二
棚
一
棚
年
に
愛
知
県
名
古
屋
市
で
開
催
さ

れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
は
、
次
の
一
棚
年
間（

二
棚
一
一
〜
二
棚

年）

の
世
界
目
標
が
定
め
ら
れ
た
。
長
期
目
標
と
し
て

「
自
然
と
共
生
す
る
世
界
」、
短
期
目
標
と
し
て
「
生
物
多

様
性
の
損
失
を
止
め
る
た
め
の
効
果
的
か
つ
緊
急
の
行
動

を
実
施
す
る
」
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　
よ
り
具
体
的
に
設
定
さ
れ
た
二
棚
個
の
「
愛
知
目
標
」

の
う
ち
、「
目
標
５
　
森
林
を
含
む
自
然
生
息
地
の
損
失

が
少
な
く
と
も
半
減
、
可
能
な
場
合
に
は
ゼ
ロ
に
近
づ
き
、

劣
化
・
分
断
が
顕
著
に
減
少
す
る
」「
目
標
６
　
水
産
資

源
が
持
続
的
に
漁
獲
さ
れ
る
」「
目
標

　
サ
ン
ゴ
礁
等

気
候
変
動
や
海
洋
酸
性
化
に
影
響
を
受
け
る
脆
弱
な
生
態

5 第 1 章　二つの危機
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系
へ
の
悪
影
響
を
最
小
化
す
る
」「
目
標

　
陸
域
の
一

七
％
、
海
域
の
一
棚
％
が
保
護
地
域
等
に
よ
り
保
全
さ
れ

る
」「
目
標

　
劣
化
し
た
生
態
系
の
少
な
く
と
も
一
五

％
以
上
の
回
復
を
通
じ
気
候
変
動
の
緩
和
と
適
応
に
貢
献

す
る
」
な
ど
が
、
海
洋
に
も
直
接
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
世
界
の
動
き
を
受
け
て
、
日
本
で

は
陸
と
海
を
含
む
日
本
全
体
の
生
物
多
様
性
の
保
全
を
目

的
に
、
二
棚
棚
八
年
に
「
生
物
多
様
性
基
本
法
」
が
制
定

さ
れ
た
。
ま
た
、
愛
知
目
標
を
受
け
て
、「
生
物
多
様
性

国
家
戦
略
２
０
１
２
⊆
２
０
２
０
」
が
二
棚
一
棚
年
三
月

に
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
環
境
省
が
「
海
洋

生
物
多
様
性
保
全
戦
略
」
を
二
棚
一
一
年
三
月
に
策
定
し

て
い
る
。

　
で
は
、
世
界
は
二
棚
二
棚
年
が
目
標
年
度
で
あ
っ
た
愛

知
目
標
を
ど
の
く
ら
い
達
成
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
国
連
の

生
物
多
様
性
条
約
事
務
局
が
二
棚
二
棚
年
九
月
一
五
日
に
、

「
生
物
多
様
性
戦
略
計
画
２
０
１
１
⊆
２
０
２
０
」
及
び

愛
知
目
標
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
分
析
し
た
報
告
書
『
地

球
規
模
生
物
多
様
性
概
況
第
五
版
』
を
公
表
し
て
い
る
。

　
残
念
な
が
ら
、
二
棚
の
愛
知
目
標
の
う
ち
、
六
つ
の
目

標
が
「
一
部
達
成
」
と
評
価
さ
れ
た
も
の
の
、
完
全
に
達

成
さ
れ
た
目
標
は
一
つ
と
し
て
な
く
、
生
物
多
様
性
の
損

失
は
続
い
て
い
る
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
二
棚
の
愛
知

目
標
に
含
ま
れ
る
六
棚
個
の
要
素
に
つ
い
て
み
る
と
、
七

個
が
「
達
成
」、
三
八
個
が
「
未
達
成
だ
が
進
捗
あ
り
」、

一
三
個
は
「
進
捗
な
し
ま
た
は
後
退
」、
二
個
の
要
素
に

つ
い
て
は
「
不
明
」
と
さ
れ
て
い
る
。
目
標
全
体
の
四
分

の
一
が
「
進
捗
な
し
ま
た
は
後
退
」、
ま
た
は
「
不
明
」

と
い
う
成
績
だ
っ
た
の
だ
。

　
達
成
さ
れ
た
七
個
の
要
素
の
う
ち
の
一
つ
が
「
海
の
保

護
地
域
面
積
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
わ
ず
か
な
救
い
か
も

し
れ
な
い
。
二
棚
棚
棚
〜
二
棚
年
の
期
間
に
、
陸
域
で
約

一
棚
％
か
ら
少
な
く
と
も
一
五
％
ま
で
、
海
域
で
三
％
か

ら
少
な
く
と
も
七
％
ま
で
保
護
地
域
が
増
え
た
の
だ
。
ま

た
、「
資
源
評
価
、
漁
獲
制
限
、
及
び
法
の
執
行
を
含
む
、

良
好
な
漁
業
管
理
政
策
が
導
入
さ
れ
た
場
所
で
は
、
海
洋

の
漁
獲
資
源
が
維
持
ま
た
は
回
復
し
た
」
こ
と
も
希
望
の

持
て
る
結
果
だ
と
い
え
よ
う
。
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　『
地
球
規
模
生
物
多
様
性
概
況
第
五
版
』
で
は
、「
自

然
と
の
共
生
に
向
け
て
特
に
移
行
が
必
要
な
分
野
」
を
八

つ
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
が
「
持
続
可
能
な
漁
業
と

海
洋
へ
の
移
行
」
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
「
海
洋
及
び
沿

岸
の
生
態
系
の
保
護
・
再
生
や
漁
業
の
再
建
、
水
産
養
殖

業
の
管
理
等
に
よ
る
持
続
可
能
性
の
確
保
と
食
料
安
全
保

障
と
生
計
の
向
上
」
が
重
要
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
愛
知
目
標
が
二
棚
二
棚
年
ま
で
だ
っ
た
の
で
、
翌
二
一

年
一
棚
月
、
中
国
・
昆
明
で
の
第
一
五
回
生
物
多
様
性
条

約
締
約
国
会
議（

Ｃ
Ｏ
Ｐ

）
は
、「
ポ
ス
ト
愛
知
目
標
」
と

し
て
「30

by
30

」

（

二
棚
三
棚
年
ま
で
に
陸
と
海
の
三
棚
％

以
上
を
健
全
な
生
態
系
と
し
て
効
果
的
に
保
全
す
る）

を
議
論

し
て
お
り
、
同
じ
年
の
六
月
に
英
国
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
７

サ
ミ
ッ
ト
で
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
付
属
文
書
と
し
て
「
Ｇ

７
・
２
０
３
０
年
自
然
協
約（

G
7
2030

N
ature

Com
-

pact）

」
が
合
意
さ
れ
た
。
二
棚
三
棚
年
ま
で
に
生
物
多

様
性
の
損
失
を
食
い
止
め
、
反
転
さ
せ
る
と
い
う
目
標
達

成
に
向
け
、
Ｇ
７
各
国
が
自
国
の
陸
域
と
海
域
の
少
な
く

と
も
三
棚
％
を
保
全
・
保
護
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
日
本
の
保
護
区
の
現
状
を
見
て
み
よ
う
。

愛
知
目
標
で
は
陸
域
の
一
七
％
と
海
域
の
一
棚
％
を
保
護

区
に
す
る
と
し
て
い
た
が
、
日
本
で
は
二
棚
二
一
年
八
月

現
在
、
陸
域
の
二
棚
・
三
％
、
海
域
の
一
三
・
三
％
が
保
護

区
と
な
っ
て
お
り
、
愛
知
目
標
の
数
字
は
達
成
し
て
い
る
。

し
か
し
、
次
の
目
標
の
三
棚
％
に
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
。
環

境
省
で
は
、「
国
内
で
の
三
棚
％
達
成
に
よ
り
、
生
物
の

絶
滅
リ
ス
ク
は
三
割
減
、
保
護
地
域
の
つ
な
が
り
は
ほ
ぼ

倍
増
と
な
る
」
と
試
算
し
て
お
り
、
有
志
の
企
業
・
自
治

体
・
団
体
に
よ
る
有
志
連
合
で
あ
る
「
生
物
多
様
性
の
た

め
の30

by
30

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」
を
立
ち
上
げ
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
目
標
や
戦
略
の
設
定
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
海
洋
環
境
は
悪
化
の
一
途
で
あ
る
。
二
棚
一

九
年
に
「
生
物
多
様
性
及
び
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

政
府
間
科
学
⊆
政
策
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

（

Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ）

が
『
生
物
多
様
性
と
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
地
球
規

模
評
価
報
告
書
』
を
出
し
た
。
ち
な
み
に
、
生
態
系
サ
ー

7 第 1 章　二つの危機



BL　ブルーカーボンとは何か
ab00482_h_01.ps : 0007 : 2022/8/19(11:50:31)

ビ
ス
と
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
、
食
料
や

水
の
供
給
、
気
候
の
安
定
な
ど
、
自
然
や
生
物
多
様
性
が

与
え
て
く
れ
る
恵
み
の
こ
と
だ
。
こ
の
報
告
書
で
は
、

「
一
九
七
棚
年
か
ら
二
棚
一
六
年
の
間
に
、
生
物
多
様
性

は
平
柊
六
八
％
減
少
し
、
陸
地
の
七
五
％
は
改
変
さ
れ
、

海
洋
の
六
六
％
は
累
積
的
な
影
響
下
に
あ
り
、
湿
地
の
八

五
％
が
消
失
し
た
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
物
多
様
性
の
減
少
に
も

海
洋
環
境
の
悪
化
に
も
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
の
だ
。

　
そ
の
主
因
は
人
間
活
動
に
あ
る
が
、
環
境
省
の
「
海
洋

生
物
多
様
性
保
全
戦
略
公
式
サ
イ
ト
」
で
は
、「
人
間
が

海
の
生
物
多
様
性
の
損
失
を
も
た
ら
す
五
つ
の
要
因
」
を

次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。

①
生
息
環
境
を
劣
化
さ
せ
る
物
理
的
改
変
⒡
⒢
埋
め
立

て
や
工
事
、
表
土
の
流
失
や
、
海
と
陸
の
つ
な
が
り

を
断
ち
切
る
構
造
物（

魚
が
遡
上
で
き
な
い
よ
う
な
砂

防
ダ
ム
な
ど）

な
ど

②
海
洋
汚
染
⒡
⒢
陸
上
で
の
人
間
活
動
に
よ
る
も
の

（

産
業
排
水
や
生
活
排
水
に
よ
る
汚
染
、
赤
潮
発
生
な
ど）

と
、
海
上
で
の
人
間
活
動
に
よ
る
も
の（

船
舶
か
ら
の

油
や
化
学
物
質
の
流
出
な
ど）

③
漁
業
に
関
す
る
問
題
⒡
⒢
乱
獲
に
よ
る
資
源
の
枯
渇
、

生
態
系
バ
ラ
ン
ス
の
悪
化
、
希
少
種
の
混
獲
、
ゴ
ー

ス
ト
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ（

海
中
に
捨
て
ら
れ
た
漁
網
や
漁

具
が
生
き
も
の
に
危
害
を
加
え
る
こ
と）

、
利
用
者
で
あ

る
と
と
も
に
環
境
保
全
の
担
い
手
で
も
あ
る
漁
業
者

の
減
少

④
外
来
種
⒡
⒢
在
来
の
生
物
や
生
態
系
へ
の
影
響

⑤
気
候
変
動
の
影
響
⒡
⒢
海
流
の
変
化
に
よ
る
漁
獲
量

の
減
少
や
、
海
水
温
上
昇
に
よ
る
サ
ン
ゴ
礁
の
白
化

現
象
な
ど

　
ま
た
、
同
サ
イ
ト
に
、「
日
本
の
海
の
問
題
」
が
三
つ

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

①
生
き
も
の
の
す
み
か
の
質
と
規
模
が
劣
化
⒡
⒢
高
度

経
済
成
長
期
の
埋
め
立
て
・
浚し
ゅ
ん渫せ
つ、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

8
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用
の
砂
利
の
採
取
、
海
岸
の
人
工
化
な
ど
の
土
地
の

開
発
・
改
変
に
よ
っ
て
、
干
潟
、
藻
場
、
サ
ン
ゴ
礁
、

砂
浜
な
ど
の
沿
岸
域
の
生
態
系
の
規
模
が
縮
小

②
浅
海
域（

海
底
ま
で
光
が
届
く
エ
リ
ア）

の
生
き
も
の
の

種
や
数
、
生
息
範
囲
が
減
少
⒡
⒢
沿
岸
域
の
開
発
に

よ
っ
て
、
干
潟
は
こ
の
数
十
年
で
大
幅
に
減
少
、
藻

場
、
砂
浜
な
ど
に
元
々
生
息
し
て
い
た
シ
ギ
・
チ
ド

リ
類
、
ア
サ
リ
類
な
ど
の
個
体
数
や
分
布
に
も
大
き

な
影
響

③
獲
れ
る
魚
の
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
⒡
⒢
資
源
の

現
状
を
科
学
的
に
調
査
し
て
い
る
日
本
周
辺
の
漁
業

資
源
の
う
ち
、
約
四
棚
％
が
低
位
水
準（

資
源
が
少
な

い）

に
あ
る
と
い
う
評
価

藻
場
と
い
う
「
生
き
も
の
の
す
み
か
」

　
こ
こ
で
大
事
な
「
生
き
も
の
の
す
み
か
」
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
「
藻
場
」
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

　
日
本
語
で
は
ど
ち
ら
も
「
か
い
そ
う
」
と
呼
ば
れ
る
が
、

「
海
草
」
と
「
海
藻
」
が
茂
る
場
所
を
「
藻
場
」
と
呼
ぶ
。

　「
海
草
」
と
は
、
海
中
で
花
を
咲
か
せ
種
子
に
よ
っ
て

繁
殖
し
、
海
中
で
一
生
を
過
ご
す
海
産
種
子
植
物
で
あ
る
。

比
較
的
浅
い
と
こ
ろ
に
多
く
、
海
底
深
く
に
生
育
す
る
こ

と
は
な
い
。
日
本
で
は
ア
マ
モ
場（

ア
マ
モ
や
コ
ア
マ
モ
な

ど
の
藻
場）

が
代
表
的
で
、
日
本
各
地
の
波
の
静
か
な
内

海
・
内
湾
域
の
砂
泥
域
に
繁
茂
し
て
い
る
。

　
他
方
、「
海
藻
」
は
、
海
で
生
活
す
る
藻
類
の
こ
と
で
、

遊
走
子
と
呼
ば
れ
る
胞
子
に
よ
っ
て
繁
殖
す
る
。
根
・

茎
・
葉
の
区
別
は
な
く
、
根
に
あ
た
る
部
分
は
、
栄
養
吸

収
の
た
め
で
は
な
く
、
岩
に
固
着
す
る
た
め
の
も
の
だ
。

緑
藻
・
褐
藻
・
紅
藻
の
三
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
世
界
に

は
約
二
万
種
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
食
用
に
さ
れ
る
の

は
コ
ン
ブ
に
代
表
さ
れ
る
褐
藻
に
多
く
、
全
部
で
約
五
棚

種
と
い
わ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
岩
礁
域
に
広
が
る
ア
ラ

メ
・
カ
ジ
メ
場
、
ガ
ラ
モ
場
、
コ
ン
ブ
場
が
代
表
的
だ
。

　
ア
ラ
メ
・
カ
ジ
メ
場
は
、
暖
流
で
あ
る
黒
潮
の
影
響
を

受
け
る
沿
岸
域
に
発
達
す
る
ア
ラ
メ
属（

ア
ラ
メ
・
サ
ガ
ラ

メ）
と
カ
ジ
メ
属（

カ
ジ
メ
・
ク
ロ
メ
・
ツ
ル
ア
ラ
メ）

の
海
藻

類
の
藻
場
で
あ
る
。
岩
礁
に
着
生
し
て
繁
茂
し
、
ア
ワ
ビ
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や
サ
ザ
エ
、
ウ
ニ
な
ど
の
餌
植
物
で
も
あ
る
。
ガ
ラ
モ
場

は
、
対
馬
暖
流
の
影
響
を
受
け
る
沿
岸
域
や
瀬
戸
内
海
に

生
育
す
る
多
様
な
褐
藻
類
の
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
属（

ア
カ
モ
ク
・

シ
ダ
モ
ク
な
ど）

か
ら
構
成
さ
れ
る
藻
場
で
あ
る
。
岩
場
に

着
生
し
て
繁
茂
し
、
魚
類
の
た
ま
り
場
、
産
卵
の
基
質
、

幼
稚
魚
の
成
育
場
と
な
る
。
コ
ン
ブ
場
は
、
寒
流
の
親
潮

の
影
響
を
受
け
る
北
方
域
の
コ
ン
ブ
類
な
ど
か
ら
構
成
さ

れ
る
藻
場
で
、
岩
礁
に
着
生
し
て
繁
茂
す
る
。
日
本
の
沿

岸
に
分
布
す
る
コ
ン
ブ
属
の
海
藻
は
、
マ
コ
ン
ブ
を
は
じ

め
一
三
種
が
知
ら
れ
て
い
る（
な
お
、
ワ
カ
メ
も
褐
藻
だ
が
、

食
用
は
ほ
と
ん
ど
が
養
殖
で
あ
る）
。

　
海
草
も
海
藻
も
太
陽
の
光
で
光
合
成
を
し
て
生
き
て
い

る
た
め
、
太
陽
光
の
届
く
範
囲
が
生
育
域
と
な
り
、
数
メ

ー
ト
ル
か
ら
二
棚
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
、
深
く
て
も
四
棚
メ

ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
深
さ
に
分
布
し
て
い
る
。

　
藻
場
は
「
海
の
ゆ
り
か
ご
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
多

く
の
水
生
生
物
に
生
活
基
盤
を
提
供
し
て
い
る
か
ら
だ
。

海
草
や
海
藻
の
茂
み
が
あ
る
お
か
げ
で
、
波
や
潮
流
に
よ

る
水
の
動
き
が
緩
和
さ
れ
、
魚
の
赤
ち
ゃ
ん
や
稚
魚
は
外

敵
か
ら
隠
れ
て
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
。
海
草
や
海
藻

の
葉
や
根
の
間
な
ど
に
は
小
型
生
物
が
豊
富
に
生
息
し
て

お
り
、
稚
魚
の
餌
と
な
る
。
藻
場
は
ま
た
、
ア
イ
ナ
メ
や

イ
カ
な
ど
に
産
卵
場
所
を
提
供
し
て
い
る
。
海
藻
の
ホ
ン

ダ
ワ
ラ
類
が
海
底
の
岩
な
ど
か
ら
離
れ
て
海
面
を
漂
う

「
流
れ
藻
」
は
、
ト
ビ
ウ
オ
や
サ
ン
マ
に
と
っ
て
の
産
卵

場
所
、
ブ
リ
の
幼
魚
な
ど
に
と
っ
て
は
生
育
場
所
に
な
る
。

　
人
魚
の
モ
デ
ル
と
い
わ
れ
る
ジ
ュ
ゴ
ン
は
、
ア
マ
モ
な

ど
の
海
草
を
食
べ
る
生
き
物
で
あ
る
。
全
長
三
メ
ー
ト
ル
、

体
重
が
四
五
棚
キ
ロ
グ
ラ
ム
ほ
ど
で
、
一
日
あ
た
り
体
重

の
一
棚
〜
一
六
％
の
量
の
食
物
を
摂
取
し
て
い
る
と
推
定

さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
頭
あ
た
り
一
日
に
五
棚
キ
ロ
グ
ラ

ム
の
海
草
を
食
べ
る
計
算
だ
。
広
大
な
藻
場
が
な
け
れ
ば

ジ
ュ
ゴ
ン
は
生
き
て
い
け
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
藻
場
は
、
海
の
生
物
多
様
性
に
と
っ
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
水
中
の
有

機
物
を
分
解
し
、
栄
養
塩
類
や
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、

酸
素
を
供
給
す
る
な
ど
海
水
の
浄
化
に
大
き
な
役
割
を
果

た
す
。
窒
素
や
リ
ン
を
吸
収
し
て
海
の
富
栄
養
化
を
防
ぎ
、
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